
阿
蘇
火
山
の
昭
和
七
年
十
月
よ
り
八
年
一
月

ま
で
の
活
動
に
就
い
て

一
、
活
動
経
過
阿
蘇
中
岳
噴
火
口
は
昭
和
五
年
九
月
初
句
迄
は
第
四

火
口
の
活
動
を
見
た
る
も
次
第
に
衰
へ
、
其
頃
よ
り
第
一
火
口
は
熱
湯
を

滋
へ
居
た
り
L
が
漸
火
活
気
を
呈
し
始
む
る
や
噴
煙
全
く
絶
え
セ
昭
和
六

年
夏
以
来
火
口
内
に
は
緑
友
色
の
水
を
湛
へ
て
今
日
迄
時
々
微
量
の
水
蒸

気
を
上
ぐ
る
位
に
て
全
く
終
熔
す
し
欣
態
と
左
る
。

然
る
に
第
一
火
口
は
昭
和
五
年
九
月
初
旬
以
来
徐
々
活
気
を
呈
し
、
そ

れ
迄
湛
へ
居
た
り
し
水
油
渇
し
た
り
又
雨
水
溜
り
，
次
第
に
沸
騰
L
た
り
じ

が
、
昭
和
六
年
六
月
に
は
熱
湯
泊
渇
し
謹
し
て
、
所
々
に
黄
色
或
は
白
色

を
帯
び
し
硫
黄
の
昇
華
を
多
数
に
生
じ
、
火
口
底
の
数
筒
所
よ
り
友
白
色

の
氷
蒸
気
多
国
互
の
硫
気
を
帯
び
て
噴
出
L
「
シ
ュ

l
」
「
ゴ

l
」
の
一
昔
が
火
且

熊
本
測
候
所
長

主
円本早

雪幸
三Z耳t

木

成

水
多

測
候
技
手

彪

逸

測
候
技
手

内
に
響
き
居
た
り
。
其
の
後
盛
衰
は
あ
れ
ど
も
殆
ん
ど
同
様
の
活
気
に
し

て
左
迄
活
動
し
始
め
る
迄
の
勢
力
と
は
認
め
ら
れ
宇
、
昭
和
六
年
十
一
月

十
七
日
聖
上
陛
下
御
臨
幸
の
頃
よ
り
同
年
十
二
月
三
十
日
中
央
気
象
憂

図
宮
技
師
、
筆
者
等
一
行
の
登
山
せ
し
時
も
依
然
と
し
て
水
蒸
気
立
昇
り

て
風
向
に
依
り
で
は
時
々
硫
気
強
く
目
鼻
に
し
む
程
度
に
過
ぎ
ざ
り
き
。

斯
く
の
如
き
欣
態
に
て
、
中
岳
噴
火
口
は
全
憶
と
し
て
概
し
て
静
穏
な

る
気
分
を
績
け
て
、
寧
ろ
登
山
す
る
張
り
合
も
な
き
感
あ
り
し
が
昭
和
七

年
九
月
四
日
、
俄
然
鳴
動
・
と
北
ハ
に
一
時
・
一
次
色
の
噴
煙
立
昇
り
て
小
活
動
を
始

め
、
加
之
ム
ハ
、
七
日
頃
に
は
屡
々
降
次
あ
り
て
火
口
よ
り
十
町
を
距
り
た
る

蛍
所
支
所
火
山
観
測
所
附
近
に
は
数
糎
位
に
積
り
た
る
程
な
り
き
、
市
し

四
O
九



て
数
日
を
経
て
噴
煙
衰
ー
へ
再
び
静
穏
に
復
し
た
る
も
時
折
暗
友
色
の
噴
煙

旺
盛
主
な
る
事
あ
り
し
も
、
概
ね
平
穏
と
一
五
ふ
ぺ
く
登
山
容
を
喜
ば
し
む

る
の
程
度
に
過
ぎ
や
。
共
の
後
は
同
程
度
の
紋
態
に
て
此
の
億
元
の
静
寂

に
、
返
る
や
と
忠
は
れ
し
が
、
十
一
月
二
十
五
日
午
前
七
時
二
十
分
に
至
り

第
一
火
口
内
に
突
刷
新
火
孔
を
生
じ
て
砂
石
を
飛
散
し
鳴
動
烈
し
く
越
え

て
十
二
月
四
日
噴
煙
益
々
猛
烈
左
な
り
て
坊
中
よ
り
は
火
柱
が
見
え
、
そ

れ
よ
り
漸
弐
日
に
増
し
活
動
旺
盛
と
な
り
、
十
七
、
八
日
の
頃
に
は
活
動
の

最
盛
と
忠
は
る
L

位
に
て
同
山
よ
り
十
二
、
三
里
を
距
た
る
営
熊
本
市
よ

り
も
久
方
振
り
に
噴
煙
の
壮
観
を
見
た
る
程
に
て
買
に
最
近
稀
に
見
る
活

動
を
呈
せ
り
。
以
下
第
一
火
口
今
岡
の
活
動
に
就
き
共
の
調
奈
の
概
要
を

述
べ
後
日
の
参
考
に
資
せ
ん
在
す
。

二
、
北
の
池
今
次
の
活
動
獄
況
今
岡
活
動
せ
る
中
岳
噴
火
口
の
北
池

の
一
た
る
第
一
火
口
は
前
記
の
如
く
本
年
九
月
初
旬
俄
然
暗
次
色
の
噴
煙

立
昇
り
て
以
来
約
三
ヶ
月
を
経
て
十
一
月
下
旬
突
如
同
火
口
の
一
部
に
新

火
孔
後
生
し
、
漸
失
活
動
を
加
へ
て
十
三
月
に
入
る
や
毎
々
猛
烈
を
極
め

昭
和
八
年
の
新
春
に
入
れ
り
、
共
の
順
序
を
列
記
す
れ
ば
、

ω
九
月
四
日
以
前
の
欣
況
、
一
第
一
同
第
一
火
口
は
数
年
前
迄
は
湯
を

湛
へ
て
一
水
蒸
気
を
微
か
に
上
ぐ
る
程
度
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
，
次
第
に
干
上
り
a

て
火
口
内
の
北
西
の
壁
よ
り
白
き
煙
を
噴
き
硫
黄
昇
華
を
僅
少
認
む
る
程

四
一

C

度
に
し
て
中
央
の
一
部
に
も
此
の
様
な
筒
所
あ
り
た
る
年
過
ぎ
示
、
共
の
、

後
，
次
第
に
活
気
を
呈
し
現
今
の
活
動
も
此
の
二
ケ
所
よ
り
起
れ
り
。

阿蘇rj:J岳火口園第一因

第
二
火
口
は
以
前
よ
り4

湯
を
湛
へ
白
煙
を
土
ぐ
る

に
止
ま
り
第
一
火
日
の
大

活
動
に
伴
ふ
て
多
少
の
活

気
を
呈
せ
る
も
、
大
餐
化

を
免
さ
子
、
現
今
も
口
ハ
白

煙
一
乞
噴
く
に
過
ぎ
ポ
。
第

三
火
.
口
は
明
治
以
前
よ
り

久
し
く
活
動
せ
宇
。
第
四

火
口
は
昭
和
五
年
以
後
は

噴
火
全
く
休
息
し
、
湯
を

滋
へ
て
白
煙
を
噴
く
に
過

ぎ
や
。
第
五
、
第
六
、
第

七
等
の
火
口
も
久
し
く
静
穏
友
り
。

仰
九
月
二
十
四
日
(
口
給
窮
民
第
一
国
参
照
)
第
一
火
口
の
A
孔
よ

り
噴
煙
し
、
問
欲
的
に
一
音
響
大
き
く
た
り
煙
を
多
く
噴
出
す
、
十
一
時
三

十
分
噴
煙
、
音
響
大
き
く
、
十
一
時
三
十
三
分
火
山
友
を
盛
ん
に
吹
付
く
ο



、‘‘，，，qo 
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十
月
六
日
(
口
絵
馬
賞
、
第
二
国
参
照
〉
第
一
火
口
の
A
孔
よ
り
も

B
孔
の
噴
煙
大
と
な
り
、
火
日
の
附
近
に
噴
石
ガ
サ
/
¥
左
積
り
た
る
中

上
り
噴
出
し
居
た
り
。

例
十
月
二
十
六
日
(
口
総
潟
甲
車
、
第
五
固
参
照
)
九
時
よ
り
十
一
時
十

五
分
第
一
火
口
A
孔
の
黒
煙
は
猛
烈
に
し
て
沖
天
高
く
垂
直
に
か
L
り

(
入
道
雲
の
様
な
形
を
な
し
て
)
五
百
米
乃
至
六
百
米
位
左
思
は
る
L

天
空

か
ら
北
東
へ
殆
ん
ど
水
平
に
流
れ
て
煙
の
量
頗
る
多
し
、
ゴ
ウ
l
/
¥
主

云
ふ
猛
烈
な
一
音
が
二
十
五
!
コ
一
十
秒
程
綾
き
五
秒
程
間
隔
を
置
い
て
叉
二

(5) 

十
五
|
三
十
秒
程
ゴ
ウ
l
ゴ

ウ
1
左
鳴
る
。

B
孔
は
白
煙

'
と
た
り
1

至
極
微
弱
で
、
音
響

も
聞
え
や
。
第
二
火
口
の
北

西
宇
部
、
湯
干
上
り
、
共
の
跡

に
由
ロ
ロ

c
g
o
w
を
生
じ
、

共
の
西
側
迄
も

m
g
p
g
r

を
認
む
。
第
四
火
口
は
湯
気

殆
ん
ど
全
く
た
く
た
り
僅
か

に
認
め
ら
・
る
ix

の
み
。

十
一
月
二
十
四
日
ハ
第
二
国
参
照
)
前
項
一
十
月
二
十
六
日
以
後
は

愛
化
少
な
く
、
，
次
第
に
静
穏
・
と
な
り
第
一
火
口
A
孔
は
噴
煙
持
続
し
可
な

り
勢
力
あ
り
し
が
、

B
孔
は
茜
だ
衰
頚
せ
る
も
十
一
月
二
十
五
日
朝
七
時

頃
突
然
活
動
を
始
め
て

B
孔
の
中
央
部
に
長
径
十
五
米
、
短
径
五
米
の
椴

図
形
の
新
火
孔
を
生
じ
て
鳴
動
烈
し
く
砂
石
を
飛
散
せ
し
む
(
第
三
、
第
四

回
参
照
)

四



mw

第
一
火
口
内
の
前
記
新
大
孔
は
著
し
く
、
赤
味
を

帯
び
し
友
色
の
煙
を
南
西
方
に
向
ひ
て
噴
上
げ
猛
烈
な
る
鳴
動
を
伴
ひ
、

降
友
或
は
砂
石
を
降
ら
す
と
主
茜
だ
し
く
、
鳴
動
は
十
秒
乃
至
十
五
秒
の

十
二
月
七
日

週
期
を
以
て
約
五
秒
間
を
断
積
せ
り
、
而
し
て
火
口
壁
に
立
っ
て
話
す
る

も
爆
一
昔
の
た
め
通
ぜ
守
噴
上
げ
し
石
は
真
紅
に
焼
け
共
の
大
き
さ
は
直
径

一
米
内
外
に
て
約
三
百
米
の
高
さ
に
噴
上
げ
た
り
。
向
此
の
日
午
後
二
時

八
分
に
は
直
径
五
十
糎
位
の
石
、
多
数
第
一
火
口
附
近
に
降
下
し
、
営
時

同
火
町
西
側
、
御
野
立
所
木
柵
附
近
に
落
下
し
た
る
焼
石
は
倫
飴
熱
高
く

し
て
洋
服
を
焼
き
し
程
た
り
。
此
の
日
は
第
一
火
口
内
、
北
西
部
の
A
孔

も
柏
噴
煙
強
か
り
き
、
火
口
よ
り
約
十
町
を
隔
り
た
る
観
測
所
廃
合
も
降

友
吹
付
け
由
民
黒
く
・
な
り
た
り
。

(8) 

十
二
月
八
日

前
記
の
新
火
孔
よ
り
は
二
分
乃
至
十
五
分
の
間
隔

を
以
て
「
ド
l
ン
」
左
近
く
で
大
砲
を
打
つ
が
如
き
音
を
裂
し
て
、
石
及
び

次
を
三
百
米
の
高
き
に
噴
上
げ
、
積
い
て
「
カ
グ
/
¥
」
ル
」
一
広
ふ
堅
い
物

が
打
合
ふ
如
き
音
し
て
第
一
火
口
の
南
東
側
に
石
や
次
を
降
下
し
]
之
に

次
い
て
百
雷
一
時
に
頭
上
に
来
り
て
、
耳
を
つ
ん
ざ
く
如
く
、
然
る
後
に

赤
味
濃
き
噴
煙
立
昇
り
後
に
白
煙
ル
」
・
な
り
て
、
二
、
三
秒
平
静
と
な
る
。
斯

く
の
如
き
順
序
が
幾
同
し
乙
た
く
繰
り
返
さ
る
。
活
動
開
始
以
来
、
此
の
日

起
に
於
い
て
の
活
動
の
絶
頂
な
り
き
。
此
の
目
前
記
噴
石
丘
は
噴
き
飛
ば

問

さ
れ
、
噴
上
げ
し
石
は
大
部
分
同
火
口
内
に
降
下
せ
し
も
共
の
大
き
さ
は

長
径
一
米
位
、
短
径
七
、
八
十
糎
左
忠
は
れ
た
り
。
此
の
日
震
降
り
て
寒
気

強
し
。

十
こ
月
九
日
(
口
絵
馬
民
第
三
国
参
照
〉
前
日
迄
の
活
動
は
此
の

日
朝
来
著
し
く
衰
へ
て
、
皐
に
・
一
次
白
色
の
噴
煙
立
昇
り
て
時
折
砂
石
を
噴

上
げ
、
園
塊
的
の
怪
煙
・
を
モ
ク
/
¥
3
9」
噴
出
す
、
口
一
緒
骨
局
員
第
五
岡
B
孔

の
馬
民
の
如
し
。
此
の
煙
の
と
ぎ
れ
た
る
瞬
間
よ
り
B
孔
を
窺
ふ
に
、
十

二
月
四
日
の
欣
態
に
比
す
れ
ば
、

B
孔
は
著
し
く
大
き
く
友
り
A
孔
に
接

(9) 
近
し
来
た
れ
り
。
火
口
内
に
は
熔
岩
片
及
び
火
山
友
堆
積
し
て
十
二
月
四

日
の
潟
員
に
見
ら
れ
た
る
向
っ
て
右
の
大
き
な
溝
は
埋
め
ら
れ
て
跡
方
も

な
し
。
・
此
の
日
書
一
間
は
活
動
一
時
衰
へ
た
る
も
夜
に
入
り
て
活
動
盛
と
な

り
、
共
の
夜
十
時
三
十
七
八
刀
頃
に
は
鳴
動
俄
か
に
高
ま
り
て
宮
瑚
町
及

川
村
に
て
は
遠
雷
の
如
く
に
聞
え
て
火
柱
が
見
ら
れ
、
支
所
火
山
観
測
所

に
て
は
一
時
窓
硝
予
は
グ
ラ
/
¥
左
振
動
し
た
る
程
た
り
。

ω
十
二
月
十
日
(
口
絵
馬
民
第
四
国
参
照
)
朝
来
時
次
色

ω
噴
煙
一

居
猛
烈
ル
」
た
り
て
、
八
日
の
如
き
活
動
を
呈
し
、
火
口
附
近
に
て
は
パ
ラ

/¥BY--
焼
石
を
降
ら
す
。
此
の
日
午
後
二
時
第
一
火
口
左
第
二
火
口
と
の

中
聞
に
営
る
火
口
壁
上
御
野
立
所
(
第
一
国
参
照
、
御
野
立
所
は
昭
和
六

年
十
一
月
十
七
日
聖
上
陛
下
御
登
山
の
際
に
火
口
噴
煙
を
御
覧
に
た
り
し



所
た
り
。
)
附
近
に
て
は
「
ス
ト
l
プ
」
に
あ
た
る
位
の
暖
か
さ
を
感
じ
、

鳴
動
は
「
ゴ

I
ゴ
l
」
左
十
秒
乃
至
二
十
秒
の
週
期
に
し
て
其
の
最
も
強

き
時
は
「
ツ
ン
ボ
」
左
成
る
程
に
烈
し
く
、
共
の
都
度
胸
を
墜
迫
し
て
呼

吸
も
亦
可
な
り
困
難
を
畠
見
え
た
り
、
共
の
音
響
は
「
ド
l

ン
」
左
大
砲
の

如
き
迂
回
す
る
主
忽
ち
に
し
て
、
「
ゴ

1
ゴ
l
」
左
雷
鳴
の
如
き
捻
り
を
渡
し
、

火
孔
よ
り
高
さ
五
十
米
位
の
火
柱
立
ち
て
恰
か
も
赤
く
焼
け
た
る
熔
鍍
燈

の
如
し
。
命
此
の
日
は
火
山
友
を
盛
に
降
ら
し
た
る
は
此
の
前
後
の
活
動

ト
と
し
て
相
異
せ
る
貼
な
り
、
営
時
降
下
せ
し
熔
岩
片
を
程
粧
て
後
拾
ひ
た

る
に
倫
手
袋
を
と
が
し
た
り
。

日

十

二

月
L

十
一
日
(
口
絵
馬
民
第
九
闘
参
照
)
従
前
噴
出
せ
る
新
火

孔
B
孔
は
摸
大
し
て
深
く
友
り
、
此
の
日
は
朝
よ
り
十
一
ハ
時
四
十
四
分
頃

迄
不
思
議
主
煙
、
極
少
く
帯
微
赤
薄
友
色
を
呈
し
、
新
火
孔
内
良
く
見
ゆ
官
局

長
の
如
し
。
然
る
に
十
七
時
一
分
に
至
り
突
然
黒
友
色
の
煙
を
濠
々
左
上

げ
以
後
黒
衣
或
は
友
色
の
煙
を
多
量
に
噴
く
に
至
る
主
共
に
焼
石
を
噴
上

げ
第
一
火
口
壁
の
北
側
に
多
数
降
ら
す
、
一
時
間
程
の
後
倫
マ
ッ
チ
棒
に

黙
火
し
、
煙
草
に
火
が
つ
く
程
友
り
。
而
し
て
九
月
頃
よ
り
第
一
火
口
の

嘗
噴
煙
孔
は
三
つ
位
あ
り
し
が
、
共
に
合
し
て

B
孔
の
一
つ
の
大
き
さ
に

成
り
た
り
。

。，
“噌i

十
二
月
十
二
日

此
の
日
吹
雪
の
た
め
照
尺
を
弊
ぜ
宇
火
口
調
査

は
中
止
せ
る
も
鳴
動
は
断
え
や
間
ゆ
c

、，ノ川
十
二
月
十
三
日
活
動
は
引
績
か
C

前
日
左
同
様
な
れ
ど
も
此
の
日

よ
り
鳴
動
の
週
期
長
く
な
り
茜
し
く
不
鮮
明
・
と
な
る
、
前
日
左
同
様
支
所

火
山
観
測
所
へ
は
鳴
動
盛
に
問
ゆ
。

、、Jノ日
比
十
二
月
十
四
日
よ
り
同
十
六
日
迄
従
前
通
り
の
欣
況
に
で
別
に
具

/，、、
欣
な
し
。

、sjm
十
二
月
十

七
、
十
八
日
(
第
五

園
及
口
給
官
局
員
第

七
、
第
八
回
参
照
)

て動

二従去
亥rj 附，雨
とに日
た加は
りへ活

終
日
二
百
五
十
米

位
の
高
さ
に
大
小

無
数
の
石
を
噴
上

げ
.
主
に
第
一
火

昭和七年十二月十七日十四時三十九分第五園

口
附
近
の
壁
上
に
飛
散
す
、
其
の
大
き
さ
は
直
任
十
五
糎
位
の
も
の
多
き

も
最
大
な
る
は
一
米
を
越
ゆ
る
も
の
あ
り
、
坊
中
に
て
は
夜
間
火
桂
を
笠

四
一
三



見
し
、
鳴
動
烈
し
く
戸
障
子
振
動
し
、
就
中
十
八
日
の
如
き
は
日
暮
れ
て

空
に
月
た
く
足
麗
し
く
輝
く
頃
坊
中
よ
り
南
方
を
見
る
に
火
柱
百
米
位
天

に
沖
し
真
紅
に
焼
け
し
大
小
の
石
、
飛
散
し
て
恰
か
も
花
火
を
打
ち
眺
む

る
が
如
し
、
市
し
て
時
々
岡
山
ひ
出
し
た
る
如
く
「
ド
I
ウ
ン
」
で
鈍
一
音
を

立
て
L
は
山
麓
坊
市
附
近
の
民
家
の
戸
障
子
を
震
は
ず
。
此
の
雨
日
の
活

動
は
今
岡
活
動
中
の
最
盛
tr
一
忠
は
れ
誠
に
阿
蘇
山
の
良
債
を
殻
締
せ
り
。

第
，
五
闘
は
書
一
聞
の
見
取
固
に
し
て
時
々
火
柱
及
焼
石
の
赤
〈
、
な
り
た
る
を

見
る
も
夜
間
は
口
総
務
員
第
七
、
第
八
回
の
如
く
連
結
し
て
火
柱
の
赤
熱

せ
る
朕
賓
に
吐
翻
に
し
て
筆
舌
の
遠
く
及
ぶ
所
に
あ
ら
や
。
営
日
落
下
せ

し
熔
岩
片
の
大
た
る
も
の
は
口
給
官
何
回
県
第
十
六
国
の
如
し
。

、ノ団十
二
月
十
九
日
此
の
日
も
又
前
日
と
殆
ど
同
程
度
の
活
動
持
続

r
f
k
 

し
て
大
小
無
数
の
焼
石
(
熔
岩
片
)
を
第
一
火
口
の
西
側
御
野
立
所
附
近

)
に
降
下
せ
り
、
此
の
日
噴
出
落
下
せ
し
熔
岩
は
主
に
径
十
五
、
六
糎
の
も

の
多
き
も
最
大
な
る
も
の
は
午
前
十
一
時
一
一
十
分
頃
噴
出
の
長
径
一
米
八

五
糎
、
短
径
九
十
粧
の
大
き
さ
に
て
岩
津
欣
を
呈
じ
、
落
下
せ
し
と
き
は

マ
ッ
チ
棒
の
貼
火
は
云
ふ
迄
も
な
く
木
片
を
も
焼
く
、
口
給
官
包
岡
県
第
十
六

固
に
あ
る
縄
欣
熔
岩
は
此
の
日
十
二
時
三
十
分
落
下
採
集
せ
し
も
の
に
し

て
長
さ
一
米
二

O
糎
、
直
径
二

O
糎
、
十
二
時
四
十
分
に
は
共
の
内
部
向

赤
く
燃
ゆ
。
此
の
日
従
前
に
比
じ
て
噴
煙
少
き
は
特
色
な
り
。
口
給
官
訪
問
呉

四
一
回

第
十
固
は
降
下
せ
し
友
及
熔
岩
片
の
散
布
朕
態
に
し
て
、
白
煙
の
左
方
か

す
か
に
見
ゆ
る
木
柵
は
御
野
立
所
な
り
。

仰
十
二
月
二
十
日
降
雨
の
矯
め
親
測
不
可
能
な
り
し
も
鳴
動
は
命

止
ま
や
ノ
、
午
後
七
時
三
分
二
十
秒
絞
慢
な
る
地
震
あ
り
微
震
程
度

ω
も
の

な
り
ou

十
二
月
二
十
一
日
前
日
来
活
動
を
縫
け
て
鳴
動
向
止
ま
宇
、
此

の
日
よ
り
は
幾
分
活
動
衰
へ
気
味
な
る
も
、
鳴
動
向
強
く
、
石
を
噴
上
げ

夜
に
入
り
て
第
一
火
口
壁
に
立
ち
て
見
る
に
火
孔
よ
り
噴
出
す
る
砂
石
は

恰
か
も
火
花
の
如
く
、
由
民
紅
に
焼
け
し
大
小
無
数
の
砂
石
は
三
百
米
の
高

さ
に
噴
上
げ
ら
れ
、
共
の
様
寅
に
凄
じ
く
鳴
動
は
甚
だ
不
鮮
明
な
れ
ど
も

十
秒
乃
至
十
五
秒
の
週
期
を
以
て
夜
の
静
寂
を
破
り
て
或
は
高
く
、
或
は

低
く
‘
砂
石
を
噴
出
す
る
毎
に
一
音
響
一
向
く
た
り
、
其
の
一
昔
は
正
に
頭
上
に

百
官
一
時
に
来
る
が
如
き
欣
態
一
な
り
、
口
一
給
馬
区
一
第
ナ
一
国
は
正
午
頃
大

噴
出
の
欣
態
な
り
d

口
絵
馬
置
、
第
十
二
闘
は
火
山
観
測
所
の
後
方
よ
り
遼

笠
の
景
に
し
て
鳴
動
は
盛
に
問
え
恰
か
も
汽
車
が
銭
橋
上
を
通
る
が
如
き

一
昔
を
橋
上
近
く
に
で
聞
く
が
如
し
。

"
。
十
こ
月
二
十
二
日
活
動
ば
前
日
同
様
に
し
て
可
な
り
衰
へ
た
る

翻
あ
る
も
鳴
動
向
止
ま
守
、
数
同
と
な
く
、
石
を
噴
上
げ
た
る
も
従
前
の

如
き
盛
況
と
は
忠
は
れ
や
J

、
然
れ
ど
も
赤
熱
熔
岩
片
を
打
上
ぐ
る
と
在
約



百
米
位
な
り
、
爆
音
盛
ん
な
れ
ど
も
火
口
壁
に
て
合
諮
問
え
始
む
、
以
後

月
末
迄
鳴
動
の
程
度
略
同
じ
た
り
、
就
中
二
十
五
日
よ
り
二
十
八
日
迄
雨

や
霧
に
で
，
次
第
に
活
動
の
勢
力
は
衰
へ
、
三
十
日
の
如
き
は
赤
熱
熔
岩
片

は
三
十
米
程
の
高
さ
迄
打
上
げ
ら
る
L

に
過
ぎ
十
、
此
の
間
観
測
所
附
近

に
て
は
ご
十
五
日
主
主
二
十
八
日
の
タ
に
地
震
あ
り
、
二
十
九
日
は
午
後

四
時
十
分
頃
近
年
稀
に
見
る
絞
慢
古
る
強
震
あ
り
、
棚
の
上
の
物
は
落
ち

人
々
戸
外
に
飛
出
す
程
度
た
り
、
引
綬
き時
分

秒

十
二
月
二
十
九
日
震
度
弱
震
四
・
一

0
・
0
0
震
度
弱
震
-
弱
き

一
方
)
問
・
一
五
・
三

O

震
度
微
震
問
・
一
九
・
二

O

震
度
弱
震
(
弱
き

方
〉
四
・
三
五
・
二
三
a

震
度
弱
震
(
弱
き
方
)
問
・
問

0
・三

O

震
度
弱

震
(
弱
き
方
)
四
・
五
八
・
凶
八

震
度
微
震
五
・

O
八・

0
0

有
感
覚
飴
震
六
岡
、
無
数
の
無
感
覚
地
震
を
地
震
計
に
記
録
せ
り
、
此

の
地
震
の
震
源
は
長
陽
村
栃
木
温
泉
附
近
に
あ
た
る
も
、
火
山
性
の
地
震

・
な
れ
ば
、
今
岡
の
火
山
活
動
と
関
係
を
有
ず
る
も
の
L

如
し
。
以
後
毎
日

一
一
、
三
同
の
有
感
覚
地
震
あ
り
た
り
。

爾
後
火
山
活
動
は
弐
第
に
衰
へ
、
一
月
九
日
(
口
総
務
員
第
十
五
回
参

問
…
)
に
至
り
で
は
A
孔
の
存
在
す
る
や
否
や
認
め
難
く
、

B
孔
は
非
常
に

抜
大
し
て
火
孔
縁
に
「
ス
コ
リ
ヤ
L

が
溜
り
、
共
の
内
よ
り
噴
煙
の
欣
が

見
ら
る
、
勢
力
非
常
に
衰
へ
た
り
と
雑
も
倫
も
白
煙
波
々
た
り
。

、，ノ却
昭
和
八
年
一
月
二
十
七
日
午
後
二
時
頃
突
然
「
ド

I
ン
」
左
大

砲
の
如
き
音
響
左
共
に
叉
々
活
動
を
始
め
、
翌
二
十
八
日
の
如
き
は
大
小

多
数
の
熔
岩
片
を
約
三
百
米
に
噴
上
げ
第
一
火
口
の
北
側
に
降
ら
し
た

り
、
十
二
月
十
七
、
八
日
の
活
動
の
際
第
一
火
口
壁
上
の
甘
酒
茶
屋
の
屋
根

は
数
十
賞
の
熔
岩
落
下
じ
、
打
破
ら
れ
た
る
穴
あ
り
、
共
の
穴
に
今
岡
の

熔
岩
片
「
コ
セ
/
¥
」
と
落
ち
来
た
れ
り
と
云
ふ
。
二
十
七
日
午
前
三
時

半
頃
阿
蘇
一
。
帯
に
強
震
程
度
の
地
震
を
感
ぜ
り
。

三
.
南
の
池
(
第
四
火
口
)
の
近
況
南
の
池
第
四
火
口
は
昭
和
七
年

十
一
月
末
迄
は
依
然
と
し
て
湯
水
左
湛
へ
共
色
恰
か
も
硫
酸
銅
の
如
き
濃

青
色
を
呈
し
居
た
る
も
十
二
月
に
入
る
や
青
色
俄
か
に
薄
れ
て
微
青
色
に

愛
じ
、
，
次
い
で
線
・
灰
色
と
た
り
て
念
速
に
愛
色
L
、
十
二
月
八
日
よ
り
二

十
二
日
迄
は
梢
緑
色
を
帯
び
た
る
・
灰
色
と
な
り
、
現
在
は
水
蒸
気
漸
弐
多

量
と
た
り
て
第
一
火
口
の
活
動
旺
盛
と
な
る
に
伴
ひ
頓
に
活
気
を
呈
し
来

た
り
し
も
の
L

如
く
、
一
月
九
日
撮
影
の
口
総
馬
民
第
十
三
闘
の
如
く
、

水
面
会
部
よ
り
白
色
の
湯
気
立
昇
・
9
て
水
色
は
見
る
能
は
歩
。

回
、
結
尾
中
岳
噴
火
口
北
の
池
の
中
の
第
.
一
火
口
今
岡
の
活
動
は
賓

に
批
烈
を
極
め
、
十
一
月
下
旬
に
新
火
孔
の
禁
生
以
来
今
日
迄
毎
日
石
塊

又
は
熔
岩
片
を
噴
出
し
、
殊
に
十
二
月
中
旬
の
如
き
は
火
柱
五
、
穴
百
米

に
達
し
噴
出
せ
る
石
塊
は
最
大
た
る
志
の
は
長
さ
約
二
米
に
近
く
、
且
つ

四
一
五



共
の
爆
音
た
る
や
毎
日
の
如
く
に
阿
蘇
外
輪
山
内
に
響
き
た
り
左
云
ふ
。

倫
阿
蘇
郡
内
に
、
水
住
す
る
古
老
の
言
に
依
れ
ば
、
斯
く
の
如
き
鳴
動
市
爆

音
を
問
し
は
未
だ
曾
て
た
き
大
活
動
・
な
り
ん
」
云
ふ
。

今
中
岳
噴
火
口
北
池
の
噴
火
歴
史
を
文
献
に
求
む
る
に

興

国

元

年

l
天

授

二

年

三

十

六

年

間

北

の

池

活

動

元

時

四

年

!

寛

永

六

年

十

八

年

間

グ

安

永

.

七

年
1

安

永

九

年

三

年

同

グ

明

治

五

年

l
六

年

頃

二

年

間

グ

明

治

十

七

年

|

十

九

年

頃

三

年

間

グ

明

治

二

十

七

年

|

三

十

五

年

頃

迄

九

年

間

グ

明

治

四

十

年
1

四

十

一

年

頃

二

年

間

グ

昭

和

七

年

九

月

|

活

動

中

以
上
の
中
、
明
治
以
後
の
北
の
池
活
動
は
文
献
に
徴
す
る
も
其
の
程
度

性
質
等
殆
ん
ど
同
程
度
な
れ
ど
も
爆
一
昔
、
火
柱
等
の
見
ゆ
る
鮪
は
今
岡
の

活
動
猛
烈
に
し
て
、
畢
克
安
永
七
年
後
百
五
十
有
飴
年
来
の
珍
ら
し
き
大

活
動
と
思
惟
せ
ら
る
U

左
に
一
括
し
て
今
向
の
活
動
の
要
黙
と
従
前
に
於
け
る
南
池
第
四
火
口

の
活
動
と
を
比
べ
共
の
特
異
な
る
黙
を
附
記
す
。

∞
北
の
池
の
中
の
第
一
火
口
は
昭
和
五
年
九
月
南
池
の
中
の
第
四
火

口
の
沈
静
後
徐
々
水
蒸
気
の
量
を
加
へ
、
共
の
後
二
年
を
経
て
昭
和
七
年

九
月
四
日
俄
か
に
鳴
動
し
て
一
時
小
活
動
を
呈
し
て
活
気
を
及
び
て
来

四
一
六

り
J

一
ヶ
月
を
経
て
十
一
月
二
十
五
日
第
一
火
口
内
に
新
火
孔
(
長
径
十
五

米
、
短
径
五
米
の
精
固
形
)
を
生
じ
以
来
頓
に
鳴
動
強
く
な
り
、
千
二
月
四

日
に
活
動
噴
出
し
て
以
後
噴
出
の
都
度
新
火
孔
の
周
国
は
砂
石
積
り
て
噴

石
丘
を
作
り
其
の
後
八
日
の
活
動
噴
出
左
共
に
、
共
の
噴
石
丘
は
噴
き
破

ら
れ
て
共
の
新
火
孔
は
十
一
日
念
に
横
大
さ
れ
て
深
く
な
り
、
其
の
大
き

さ
径
五
十
米
徐
ξ
た
り
、
日
を
経
て
活
動
噴
出
強
烈
£
た
り
て
十
七
日
よ

り
十
九
日
迄
共
の
最
盛
と
思
は
し
む
、
爾
後
，
次
第
に
衰
退
し
つ
L

あ
り
u

向
今
同
の
活
動
は
鳴
動
及
び
爆
一
音
高
き
割
に
噴
煙
少
た
き
感
あ
り
、

又
噴
煙
増
加
せ
し
時
は
鳴
動
割
に
低
く
?
且
つ
石
塊
の
噴
出
も
少
た
し
、

向
噴
煙
の
色
は
十
七
、
十
八
日
頃
一
、
二
同
暗
友
色
の
も
の
あ
り
し
も
前
後

通
じ
て
殆
ん
ど
友
白
色
或
は
白
色
に
し
て
火
山
友
至
極
少
量
た
り
、
降
石
t

降
友
は
同
火
口
附
近
に
止
ま
り
遠
方
に
行
く
と
'r
殆
ん
ど
砂
な
し
u

約)

従
前
に
於
け
る
南
池
第
四
火
口
の
活
動
に
比
す
れ
ば
左
の
如
き
相

連
あ
り
0

・ω
噴
煙
は
噴
火
程
度
に
依
り
相
遣
す
る
と
雄
も
概
し
て
南
池
第
四
火

口
活
動
時
期
の
如
き
黒
色
又
は
暗
・
灰
色
£
全
く
相
違
し
て
次
白
色
或
は
白

色
に
し
て
南
の
池
の
如
く
降
友
及
硫
気
多
か
ら
宇
、
寧
ろ
僅
少
に
過
ぐ
、

従

っ

て

目

下

の

庭

農

産

物

に

被

害

友

し

。

、

凶
鳴
動
に
は
絡
始
高
低
あ
る
も
共
の
音
は
太
く
、
且
火
口
内
に
反
響



し
て
阿
蘇
谷
、
南
郷
谷
の
各
部
落
に
が
、

τは
遠
雷
の
如
く
問
え
て
南
池
の

活
動
時
上
り
遥
か
に
高
く
且
止
み
聞
な
し
。

…
山
鳴
動
の
週
期
は
南
池
は
凶
秒
内
外
に
し
て
其
の
一
起
止
時
刻
極
め
て

鮮
明
た
る
に
比
し
て
今
岡
の
北
池
は
十
秒
乃
至
十
五
秒
の
週
期
に
て
共
の

起
止
時
刻
可
な
り
不
鮮
明
な
り
、
只
十
七
、
八
日
頃
は
鮮
明
の
時
あ
り
ι

倫
望
見
さ
れ
る
火
柱
は
三
百
米
位
に
及
び
南
池
の
二
百
米
よ
り
遥
か
に
高

し。¥
3
/
 

一
川
北
の
池
今
次
の
活
動
順
序
は
明
治
三
十
一
、
二
年
頃
伊
木
博
士
の

調
主
(
震
災
課
防
調
査
舎
第
三
十
三
銃
)
せ
ら
れ
た
る
'
と
き
の
様
に
第
一

火
口
中
央
部
の
火
孔
(
現
今
の

B
孔
)
が
活
動
し
、
1

次
第
に
旺
盛
・
・
と
な
り

て
噴
石
丘
を
作
り
、
途
に
爆
後
し
て
噴
石
丘
を
噴
き
破
り
て
摺
鉢
の
底
の

桜
に
た
り
て
、
，
次
第
に
火
孔
を
増
大
せ
り
、
丁
度
伊
木
博
士
調
査
の
時
の

活
動
・
と
順
序
は
同
じ
様
た
り
・
と
思
ふ
、
而
し
て
鳴
動
、
爆
一
音
等
は
今
同
が

猛
烈
な
り
。

(v) 

前
項
の
如
く
現
在
は
北
の
池
第
一
火
口
活
動
の
時
期
に
し
て
即
ち

北
の
池
が
活
動
期
に
入
り
た
る
も
の
L
如
し
。

(
昭
和
八
年
一
月
三
十
一
日
記
す
。
)

四
.
一
七


